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宿泊療養位置づけ

軽症者のうち、高齢者等と同居している軽症者等

同居の高齢者に感染するのを防ぐため自宅療養ではなく

宿泊療養が望ましい

特に、医療従事者等と同居している軽症者等については、

特に宿泊療養を優先すべき

（病院等でのクラスター発生を避けるため）



自宅療養の条件

入院病床および宿泊施設の状況

軽症者等の家庭の事情を踏まえて自宅療養が選択される。

※ただし、軽症者等が外出しないという条件を守れること





緊急度判定支援システム
JTAS：Japan Triage and Acuity Scale
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• 新型コロナウイルスの潜伏期：14 日以内

• 病原体に曝露されてから 5 日前後で発症することが多い

• 感染後に無症状のまま経過する者の割合は不明

（30% 前後と推定）

新型コロナウイルス感染症の臨床経過



新型コロナウイルス感染症の臨床経過

1週間程度⇒デルタ株では5日前後



新型コロナウイルス感染症の初期症状

• 発熱，呼吸器症状(咳嗽，咽頭痛)

• 倦怠感

• 頭痛

• 関節痛・筋肉痛

などのインフルエンザ様の症状

+

• 嗅覚・味覚障害が特徴的

• その他、嘔吐・下痢・腹痛などの消化
器症状



重症化のリスク因子

• 65 歳以上の高齢者

• 慢性閉塞性肺疾患 (COPD)

• 慢性腎臓病

• ２型糖尿病

• 高血圧

• 脂質異常症

• ■

• 肥満 (BMI 30 以上 ) 

• 喫煙

• 悪性腫瘍

• 固形臓器移植後の免疫不全

• 妊娠後期（妊娠28週以降）

入院の可能性が上がる



新型コロナウイルス感染症の重症度分類



救急要請のめやす

• SpO2値 酸素無しで95％以下 (中等症Ⅰ以上に該当)

酸素投与が必要、または近々そうなる可能性

入院して酸素投与以外の治療も並行して行う必要がある

• 高齢者ではSpO2値以外にも…

下痢に伴う脱水、食欲不振などからバイタルサインが崩れやすい

高熱により意識変容や意識障害を来たす場合

注意：自家用車を自分で運転するのは危険⇒救急要請


